
 

 

 

 

 

 

 平成２５年の年を迎えることになりました。 

寒さも厳しい時期になりましたが、みなさんお

変わりなくお過ごしでしょうか。 

今年もどうぞよろしくお願い致します 

年が明け「元旦会」から始まり、「総報恩

講」、「中宗会」、「報恩講」と 1年間、ご法

座が執り行われます。ご門徒の皆さんも、それ

ぞれ忙しさもあり、すべての行事にお参りでき

ない場合もありますでしょうが、お聴聞は、 1

回でも多く聞くことが肝要とされますので、ご

参拝いただければうれしく思います。 

さて、お聴聞の心得に「この度のご法縁は、

我一人がためと思うべし」とあります。「私に

聴かせるための仏さまのお導きと思って聞くこ

と」ということです。しかしながら、自分のこ

ととして聞いていくのは、「難しいこと」だと

思います。 

 ある禅宗の婦人会での出来事が本に載せられ

ていました。老師がお話を終えたところに、婦

人会長でもあるお姑さんがおしぼりをもって来

て、「老師さま、本日はまことに結構なお話有

難うございました。さぞかし嫁は、耳が痛かっ

たろうに思います」と。入れ替わりにお嫁さん

が、お茶とお菓子を運んできて、こう言われた

そうです。「さぞかしお姑さんは、耳が痛かっ

たろうに思います」と。 

それを聞いて老師は、この嫁姑の姿こそほか

ならぬ私の姿だと、あらためて仏法を聞くこと

の難しさを感じたという話です。 

聞いているのは自分ですが、聞いているうち

に、他人が聞けばより良くなると自己都合にす

り替わってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

ご法話で「自信教人信」という言葉がでてき

ます。「みずからが信じ、人を教えて信ぜしむ

ること」の意味で、この言葉は、私が僧侶にな

るとき、大事にするように教えられました。 

人に仏法を伝える時に、みずからが、仏さま

のおみのりを喜ぶことができないものが、どう

して人にその喜びを伝えていけるだろうか、と

自らになげかける言葉でもあります。 

経典には「自信教人信」の言葉の後に続けて、

「難中転更難」（難しいなかにもさらに難し

い）と述べられてもいます。みずからが信じる

ことは難しい、さればまた人に教え伝え信じせ

むことも難しいことなんだと仰せです。 

私が通った「行信教校」という仏教の専門学

校があります。その時の校長先生が話されたこ

とを思いだします。先代の校長が、若かりし時、

病状にふせておられた学校の創設者でもある利

井鮮妙和上に「私はこれから精一杯、ご法義を

伝えるよう頑張ります」と告げられたそうです。 

すると、鮮妙和上は「阿弥陀さまのご法義は、

自然に伝わっていく。お前はその邪魔にならぬ

ように」と諭されたそうです。 

仏さまのみ教えを私たちが伝えなければなら

ないものではなく、仏さまのみ教えが弘まって

いくのを、私たちは、お邪魔（止める）のない

ようにせよということです。 

厳しいようで暖かいお言葉 

です。私たちは、いつも 

仏さまのお慈悲の中に 

いることに気づかされます。 

             釋 法英 
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